














Change of Body Physique among School Children in Sendai, Japan after the Great East Japan 
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　要約 ：平成 23（2011）年 3 月に発生した東北地方太平洋沖地震によってもたらされた東日本
大震災は子どもたちの生活環境に大きな変化をもたらした。このことは子どもたちの発育に影響
を及ぼしていると考えることができる。本報告では仙台市内の小学 6 年生の体格について，現在
どのような状況にあるのか，明らかにすることを目的とした。平成 22 年度から平成 24 年度につ
いて比較すると，顕著な違いは認められなかった。しかしながら，平成 24 年度の肥満傾向児の
出現率は，平成 22 年度および平成 23 年度に比し，増加することが観察された。このことは東
日本大震災による生活環境等の変化による可能性とも考えられるが，軽微な増加あったことから，
今後のさらなる観察が必要であると考えられた。













いては，平成 18 年度から平成 22 年度および平成 24 年度の６時点の数値を用いて，回帰式による推計値を作成し，
































出現率についてみると，H24 では男子で 12.4％，女子で 9.4％と H22 および H23 の出現率に比し，増加すること
が観察された。なお，痩身傾向児の出現率は，約３％台で推移しており，肥満傾向児の出現率ほど大きな変動は認
められなかった。
表１． 平成 22年度から平成 24年度までの男子の身長および体重の推移について
年度 解析対象者数 身長（cm） 体重（kg）
H22 4873 145.5 ± 7.1 38.9 ± 8.5
H23 4737 145.4 ± 7.2 38.8 ± 8.7
H24 4791 145.6 ± 7.1 39.1 ± 8.6
年度間の比較 n.s. n.s.
（平均値±標準偏差で示した。n.s. は not significant を示す。）
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表２． 平成 22年度から平成 24年度まで女子の身長および体重の推移について
年度 解析対象者数 身長（cm） 体重（kg）
H22 4467 147.2 ± 6.7 39.5 ± 8.0
H23 4394 147.3 ± 6.7 39.5 ± 8.1
H24 4475 147.2 ± 6.6 39.4 ± 8.2
年度間の比較 n.s. n.s.
（平均値±標準偏差で示した。n.s. は not significant を示す。）
表３． 平成 22年度から平成 24年度の肥満および痩身傾向児の出現率について
肥満・痩身傾向児（％）
男子 女子
年 肥満 痩身 肥満 痩身
H22 10.9 2.6 9.6 3.1
H23 10.6 3.6 9.0 3.3
H24 12.4 3.2 9.4 3.3
４． 考察
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